
広報　　　　　№６４１ 平成１６年４月１０日　　（１４）

�

三郷演劇祭
■日 ４月２４日�・２５日�、午後１時開演
■場 鷹野文化センター（三郷駅から金町駅行きバス
で「八木郷橋」下車徒歩４分）
■内 県立三郷高等学校演劇部、劇団ワンルームほか
７団体
■定 ３００人（先着順）
■問 鷹野文化センター�９５６－９０１０

�

日本民族舞踊団　松伏公演
　生演奏で綴るリズムと踊り！世界１４９ケ国で喝采
を浴びた日本の踊りをお楽しみください。
■日 ５月１６日�、午後３時開演
■場 田園ホール・エローラ（北越谷駅東口、吉川駅北
口からエローラ行きバスで「中央公民館前」下車）
■内 阿波踊り、津軽三味線、津軽じょんがらほか
■費 〈全席指定〉２８００円※親子割引きあり
■問 �松伏町ふるさと文化財団�９９２－１００１

三郷市
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

松伏町
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�

「みどりの日」記念行事
■日 ４月２９日�、午前９時～午後３時
■場 そうか公園（松原団地東口から勤労福祉会館行
きバスで「総合グランド」下車）
■内 春物花鉢と植木の即売会、クイズ＆スタンプラ
リー、輪投げ、みどりの相談ほか
■問 �草加市みどりの協会�９３１－９８３３

草加市
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�

春の風物詩　�西用水のチューリップ
■場 市役所わき�西用水の中土手
■内 ４月に入ると、赤や黄、ピンクなど色鮮やかな
１万６０００球のチューリップが約４００メートルにわた
って咲き誇ります。見頃は４月中旬です。
■問 越谷市観光協会�９６６－６１１１

�

ゴールデンウィーク映画会
アンパンマンの映画を上映します。見に来てね！
■日 ４月２９日�、①午前１０時～②午後１時３０分～
■場 吉川市中央公民館（吉川駅北口から徒歩１５分）
■内 「それゆけアンパンマン！」の上映
■定 各回５００人（先着順）
■費 無料
■問 吉川市中央公民館�９８１－１２３１

越谷市
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

吉川市
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�「納税者　幸わせな社会づくりの　主人公」平成１５年度税に関する標語入賞作品・越谷税務署長賞　大原中学校３年・天野ゆず子さん（平成１５年度現在）
　市税の納税が済んでいるか、お確かめ下さい。納税には、安心・確実・便利な口座振替を。

ってみたいな

なりまち
行 と

近隣４市１町のイベント情報を

お届けします。

ぜひ、お出かけください。
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３
月　

日
の
日
曜
日
、「
葛
西
用
水
を
ゴ

１４

ミ
の
な
い
川
に
す
る
」
を
合
言
葉
に
「
葛

西
用
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
会
が
４
年
前
に
葛

西
用
水
整
備
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
を
元

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
、「
自
然
を
生
か
し
た
川
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
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て
い
る
も
の
で
す
。
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民
の
方
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。
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２１’

掃
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所
は
八
幡
図
書
館
付
近
の
葛
西

用
水
で
、
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音
橋
か
ら
八
幡
橋
ま
で
の
間

約
１
５
０
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ー
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収
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、
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、
可
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物
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約

１
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。

　

今
後
も
市
民
参
加
を
基
本
と
し
た
活
動

に
よ
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
市
内
全
体

を
き
れ
い
に
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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３
月　

日
、
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潮
メ
セ
ナ
集
会
室
で
、

１４

劇
団
サ
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ュ
ロ
ス
の
公
演
を
行
い
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た
。

サ
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ュ
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は
、
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で
活
躍
す
る
市

民
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。
も
ち
ろ
ん
八
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初
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。

プ
ロ
の
役
者
時
代
の
経
験
を
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か
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て
、

現
在
劇
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の
演
出
、
演
技
指
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を
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作
）
と
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台
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も
と
ぼ
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台
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▲ 山  内 　 美  雪 （右）４歳
やま うち み ゆき

　 山  内 　 一  樹 （左）１歳
やま うち かず き

＜八潮六丁目＞

「弟の誕生日にケーキを作りました」

レ
は
こ
ち
ら
」（
別
役
実
・
作
）。
舞
台
の

生
き
い
き
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
芝
居
の
楽

し
さ
で
、
私
た
ち
を
タ
ッ
プ
リ
包
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し
ま

し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
コ
ム　

と
八
潮
市

Come

民
劇
団
ア
ク
ト
ハ
ウ
ス
キ
ュ
ー
ブ
が
協
力

し
て
、
企
画
運
営
し
ま
し
た
。
市
民
が
力

を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
草
加
の
市
民
劇
団
と

手
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
実
現
し
た
市
民
流
儀

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
と
に
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
、
私
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
た
企

業
さ
ん
の
存
在
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
と

地
域
企
業
の
支
え
合
い
活
動
の
道
を
少
し

見
せ
て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

演
劇
文
化
を
身
近
な
形
で
広
げ
る
た
め

に
も
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
芝
居
を
楽
し
む
機

会
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
作
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

葛
西
用
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
！
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